
  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

平成 27 年度のオープンを予定している旧真駒内緑⼩学校の跡利⽤施設が、地域住⺠を始め多
くの市⺠にとって愛着のあるものとなるよう、施設

趣旨 
札幌市は、地域の皆さんとの意⾒交換を経て、

くりの目標と取組の方向を示した「真駒内駅前地区まち
づくり指針」をまとめました。 

本指針では、真駒内地域はもとより南区全体の拠点と
して、駅前地区の再生に向けた取組を展開していくこと
としています。 

その取組の第一歩として、旧真駒内緑⼩学校は子ども
を中心とした地域連携・交流の場に生まれ変わります。
 この施設を象徴し、地域住⺠を始めとした多くの市⺠
の皆さんに親しまれるような愛称を募集します。

事務局（応募先・問合せ先） 
〒060-8611 札幌市中央区北 1 条⻄
札幌市市⺠まちづくり局都市計画部地域計画課
ウェブサイト：http://www.city.sapporo.jp/keikaku/kougai/makomanai/nickname_proposal.htm
 

応募方法 
◆ 応募資格 
 どなたでも応募できます。 
◆ 応募内容 
 ⑴ 施設全体の愛称 
 ⑵ 子どもの体験活動の場の愛称 
 ※いずれか 1 つだけの応募も可能です。 
◆ 募集期間 

平成 26 年７⽉１日（火）〜７⽉ 31
◆ 応募方法 
 次のいずれかの方法により応募してくだ
⑴ ウェブサイトからの応募 

本市ウェブサイト（下記応募先参照）
ムより、必要事項を記入し、応募してくだ

⑵ 応募⽤紙による応募 
応募⽤紙（裏⾯）に必要事項をご記入のうえ、下記

応募先まで送付ください。 
◆必要事項 
⑴ 跡利⽤施設に係る愛称及び読み方
⑵ 愛称を決めた理由 
⑶ 応募者の住所、氏名、フリガナ、性別、年齢、
番号 

募集方法等 

趣旨 

 
◆ 個人情報の取扱いについて 

個⼈情報に関しては、札幌市個⼈情報保護条例に基づいて、適切に管理し、愛称の決定及び表彰
囲においてのみ利⽤します。 
◆ その他注意事項 
⑴ 応募作品はオリジナルかつ未発表のもの
⑵ 採⽤作品に関する全ての権利は札幌市に帰属します。
⑶ 応募作品については、選定委員会が補作・修正することがありますので、あらかじめご了承ください。
⑷ 受賞作品が複数の応募者から応募されていた場合は、抽選で賞品等を贈呈します。
 

その他 

旧真駒内緑⼩学校跡利⽤施設に係る
   

応募方法等 
◆ 選定方法 
 跡利⽤施設に係る愛称選定委員会により実施
する 1 次審査を通過した作品の中から、
とのワークショップにて意⾒交換等を⾏い、愛称
を決定します。 
◆ 審査の視点  

⑴ 地域及び跡利⽤施設のイメージにふさわし
い愛称となっているか

⑵ 覚えやすく、親しみのもてる愛称となって
いるか 

◆ 賞・商品 
 各愛称につき大賞１点
ポジット 500 円を含む。）
◆ 表彰 
 「真駒内の未来を考えるまちづくりアイデアコ
ンペ」の公開プレゼンテーション審査（平成
年 10 ⽉ 19 日（日）開催予定）の際に、併せて
愛称公募の表彰を⾏います。
※出欠は任意（出席される場合の交通費は自己負担となります

年度のオープンを予定している旧真駒内緑⼩学校の跡利⽤施設が、地域住⺠を始め多
くの市⺠にとって愛着のあるものとなるよう、施設等の愛称を募集します

札幌市は、地域の皆さんとの意⾒交換を経て、まちづ
「真駒内駅前地区まち

本指針では、真駒内地域はもとより南区全体の拠点と
して、駅前地区の再生に向けた取組を展開していくこと

取組の第一歩として、旧真駒内緑⼩学校は子ども
連携・交流の場に生まれ変わります。 

この施設を象徴し、地域住⺠を始めとした多くの市⺠
の皆さんに親しまれるような愛称を募集します。 

条⻄ 2 丁目 札幌市役所本庁５階  
札幌市市⺠まちづくり局都市計画部地域計画課 TEL 011-211-2545 FAX 011-

http://www.city.sapporo.jp/keikaku/kougai/makomanai/nickname_proposal.htm

 

31 日（木）※必着 

次のいずれかの方法により応募してください。 

（下記応募先参照）の応募フォー
、必要事項を記入し、応募してください。 

応募⽤紙（裏⾯）に必要事項をご記入のうえ、下記

及び読み方 

、性別、年齢、電話

選定方法等 

個⼈情報に関しては、札幌市個⼈情報保護条例に基づいて、適切に管理し、愛称の決定及び表彰

オリジナルかつ未発表のものに限ります。 
採⽤作品に関する全ての権利は札幌市に帰属します。 
応募作品については、選定委員会が補作・修正することがありますので、あらかじめご了承ください。
受賞作品が複数の応募者から応募されていた場合は、抽選で賞品等を贈呈します。

旧真駒内緑⼩学校跡利⽤施設に係る 

    愛称を募集

募集要項 
外観（平成 26 年 3 月まちづくりイベント時）

跡利⽤施設に係る愛称選定委員会により実施
次審査を通過した作品の中から、地域住⺠

ワークショップにて意⾒交換等を⾏い、愛称

地域及び跡利⽤施設のイメージにふさわし
い愛称となっているか 

覚えやすく、親しみのもてる愛称となって

各愛称につき大賞１点 サピカ 5,000 円分（デ
円を含む。） 

「真駒内の未来を考えるまちづくりアイデアコ
ンペ」の公開プレゼンテーション審査（平成 26

日（日）開催予定）の際に、併せて
愛称公募の表彰を⾏います。 
※出欠は任意（出席される場合の交通費は自己負担となります。）  

年度のオープンを予定している旧真駒内緑⼩学校の跡利⽤施設が、地域住⺠を始め多
を募集します。 

-218-5113 
http://www.city.sapporo.jp/keikaku/kougai/makomanai/nickname_proposal.html  

個⼈情報に関しては、札幌市個⼈情報保護条例に基づいて、適切に管理し、愛称の決定及び表彰の目的の範

応募作品については、選定委員会が補作・修正することがありますので、あらかじめご了承ください。 
受賞作品が複数の応募者から応募されていた場合は、抽選で賞品等を贈呈します。 

募集します 

月まちづくりイベント時） 

さっぽろ市 

02-C05-14-1011 

26-2-687 
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◆施設全体（愛称募集） 
旧真駒内緑⼩学校の跡利用施設 活用イメージ

・跡利⽤施設では、多様な事業主体が事業を展開することとなるため、各事業者が協⼒・連携しながら施設を
運営することで、子どもを中心とした

・また、施設内には、子ども・地域住⺠・大学・札幌市などによる、カフェ機能を備えた「（仮）多世代交流・
地域連携の場」を創出し、誰もが気軽に集い、交流できる場

◆各事業主体 

⺠間事業者への貸付 

・地域への貢献や地域と連携して⾏う事
の実施等を条件に⺠間事業者に貸付 

・地域住⺠等の協⼒を得ながら、子ども
自然科学、社会科学や芸術・文化等多
な体験機会を提供する「場」 

・「楽しさ」を基本とする活動を通して、
 どもの⾃⽴性と社会性を育むことを目

にモデル事業を実施する「場」 
⇒子どもたちの「得意さがし」を応援す

事業を展開 

子どもの体験活動の場（愛称募集） 

＜活動イメージ＞ 
音楽・ダンス活動、昔遊び、劇・⼈形劇制

作、絵画・工作、外遊び等を実施 

男

活用イメージ 

体育館 

1F 

3F 

2F 

多世代交流・地域連携の場 
（カフェ） 

・跡利⽤施設では、多様な事業主体が事業を展開することとなるため、各事業者が協⼒・連携しながら施設を
運営することで、子どもを中心とした多様な連携・交流が⽣まれる場の創出を目指します。

・また、施設内には、子ども・地域住⺠・大学・札幌市などによる、カフェ機能を備えた「（仮）多世代交流・
誰もが気軽に集い、交流できる場の形成を目指します。

地域への貢献や地域と連携して⾏う事業 
 

・3 歳未満児を対象とした⼩規模保育
業及び常設の子育てサロンなどを設
し、区における

（仮）南区保育・子育て支援センター（ちあふる

・地域志向の教育・研究・社会貢献を展開し、
支援、地域活性化に貢献する人材育成

＜活動例＞ 
地域住⺠を対象にした講座、地域住⺠が主体となる生涯学習事業、
学生が地域に接しながら地域課題に取組む授業の実施など

札幌市⽴⼤学によるまちづくりの拠点スペース

※ウェルネス：生涯にわたり、「健康で」「楽しく」「生きがいがもてる」状

を得ながら、子どもに 
自然科学、社会科学や芸術・文化等多様 

「楽しさ」を基本とする活動を通して、子 
ことを目的 

を応援する 

 

音楽・ダンス活動、昔遊び、劇・⼈形劇制

男 ・ ⼥ 歳  

グラウンド 

南区駐⾞場 

・跡利⽤施設では、多様な事業主体が事業を展開することとなるため、各事業者が協⼒・連携しながら施設を
の創出を目指します。 

・また、施設内には、子ども・地域住⺠・大学・札幌市などによる、カフェ機能を備えた「（仮）多世代交流・
の形成を目指します。 

歳未満児を対象とした⼩規模保育事 
業及び常設の子育てサロンなどを設置 
し、区における子育て支援の充実を図る  

（仮）南区保育・子育て支援センター（ちあふる） 

地域志向の教育・研究・社会貢献を展開し、ウェルネス※ 

地域活性化に貢献する人材育成を進める 

地域住⺠を対象にした講座、地域住⺠が主体となる生涯学習事業、
学生が地域に接しながら地域課題に取組む授業の実施など 

札幌市⽴⼤学によるまちづくりの拠点スペース 

ウェルネス：生涯にわたり、「健康で」「楽しく」「生きがいがもてる」状態 


